
今
年
も
甘
熟
梨
を
は
じ
め
と
す

る
産
直
の
里
内
牧
の
最
盛
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
し
た
。

内
牧
の
梨
は
、
店
頭
販
売
・
も

ぎ
取
り
体
験
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
実
を
し
っ
か
り
と
熟

成
さ
せ
る
事
が
出
き
、
大
玉
で
甘

み
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、

農
家
が
直
接
販
売
す
る
た
め
「
生

産
者
の
顔
の
見
え
る
」
関
係
が
作

ら
れ
、
安
心
・
安
全
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

記
録
的
な
猛
暑
に
も
し
っ
か
り

対
応
し
、
糖
度
・
大
き
さ
と
も
十

分
な
お
い
し
い
梨
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
農
家
直
売
の
お
い
し
い

農
産
物
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市

役
所
農
業
振
興
課
内
「
産
直
の
里

内
牧
協
議
会
」
事
務
局
７
３
６
ー

１
１
１
１
ま
で
。

＊
市
役
所
第
３
別
館
内
の
農
業
振

興
課
に
は
、
「
内
牧
散
策
マ
ッ
プ
」

が
置
い
て
あ
り
ま
す
。
各
農
家
の

取
り
扱
い
商
品
や
、
交
通
ア
ク
セ

ス
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

内
牧
公
園
、
内
牧

黒
沼
公
園
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
、
水

と
緑
の
ふ
れ
あ
い
ロ
ー

ド
な
ど
、
味
覚
巡
り

と
と
も
に
、
内
牧
の

自
然
を
満
喫
に
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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産
直
の
里
「
内
牧
」
を
歩

こ
う

《
甘

熟

梨

な

ど

最

盛

期

》

電話番号 FAX番号

松竹農園 ７５２－７８９７ ７５２－６８０５

金子進梨園 ７５２－１８７６ ７５２－１８７６

斉藤農園 ７５２－０５１７ ７５２－０５１７

杉山農園 ７５２－０３３０ ７５２－０３３０

大晴農園 ７５２－１５７６ ７５２－１７８１

ナーセリー斎藤 ７５２－１８７８ ７５２－８５５８

おづつみ果樹園 ７５２－０５５４ ７６１－５３３２

折原果樹園 ７５２－３４８０ ７５２－３４９０

森田果樹園 ７５４－４７７２ ７５４－４７７２

折原梨園 ７５４－６９２９ ７５４－６９２９

佐藤農園 ７５２－７４９８ ７５２－７４９８

内田梨園 ７５２－６５４３ ７５２－６５４３

新井梨園 ７５２－１４８９ ７５２－１４８８

田口梨園 ７５２－３４４９ ７５２－０７９０

斉藤ブドウ園 ７５２－００７７ ７５２－００７７

田口良梨園 ７６３－９４７０ ７６３－９４７０

伊藤農園 ７５２－５９７６ ７５２－５９７６

木村果樹園 ７５２－６９９８ ７５２－６９９８

新井果樹園 ７５２－６６６０ ７５２－６６６０

栗原農園 ７５２－７３９７ ７５２－７４７３

大塚果樹園 ７５２－４９３４ ７６１－１１７４

おづつみ茶園 ７５２－６６１０ ７６１－６０６０

金子トマト園 ７６１－１０１４ ７６１－７２４５

内牧のその他の農産物 …ブドウ・キウイ・柿・プラム・ブルーベリー・みかん・

さつまいも・鉢花・茶・トマト・たけのこ・大根類・もち米・ギンナン・

シャインマスカット・ラズベリー・栗・特栽米・アスパラガス・マスクメロン



７
月
21
日
（
土
）
、
庄
和
地

区
正
風
館
で
「
第
13
回
か
す
か

べ
平
和
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

旧
庄
和
町
の
時
に
「
母
と
子
の

原
爆
展
」
と
し
て
始
ま
り
、
１

９
９
０
年
か
ら
「
平
和
フ
エ
ス

テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
庄
和
」
２
０

０
６
年
「
か
す
か
べ
平
和
フ
エ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
な
っ
て
通
算

38
回
目
と
な
り
ま
す
。

今
年
も
実
行
委
員
会
の
企
画

の
も
と
、
多
く
の
市
民
の
手
に

よ
る
多
彩
な
取
組
み
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
ひ
ろ
ば
」
で
は
、

日
頃
学
校
な
ど
で
読
み
聞
か
せ

を
行
っ
て
い
る
庄
和
お
話
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
で

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ア
ー
ト

バ
ル
ー
ン
な
ど
の
取
組
み
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

会
議
室
で
は
手
話
ダ
ン
ス
、

「
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
と
『
独
裁
者
』
」

と
題
し
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
、

「
み
ん
な
で
歌
お
う
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
思
い
っ
き
り
歌
い
、

指
導
者
の
先
生
の
独
唱
「
死
ん

だ
男
の
残
し
た
も
の
は
」
「
童

神
」
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
ビ
ー
で
は
、
国
境
な
き
医

師
団
の
「
戦
火
の
中
の
子
ど
も

た
ち
」
と
「
戦
争
と
人
間
」
の

展
示
、
そ
し
て
、
市
民
に
よ
る

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

「
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
と
『
独
裁
者
』
」

は
、

元
中
学
校
教
師
の
中
田
宗

紀
氏
が
今
年
も
お
話
し
ま
し
た
。

中
田
氏
は
、
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン

と
ヒ
ト
ラ
ー
の
生
き
た
様
子
を

年
表
に
ま
と
め
、
誕
生
日
が
４

日
し
か
違
わ
な
い
こ
と
。
ヒ
ト

ラ
ー
は
軍
隊
に
入
り
、
独
裁
者

と
な
り
、
多
く
の
人
間
を
傷
つ

け
、
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
映
画
を

撮
影
禁
止
に
し
、
最
後
は
自
殺

し
た
。
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
映
画

の
世
界
に
入
り
、
多
く
の
人
々

を
楽
し
ま
せ
、
83
才
で
「
ア
カ

デ
ミ
ー
特
別
賞
」
を
受
賞
し
、

生
き
方
の
上
で
は
チ
ャ
ッ
プ
リ

ン
が
勝
者
だ
と
語
り
ま
し
た
。

『
独
裁
者
』
の
最
後
の
演
説

を
朗
読
し
、
「
こ
の
演
説
は
、

独
裁
者
を
非
難
す
る
の
で
は
な

く
、
人
間
の
生
き
方
は
、
お
互

い
の
幸
福
で
支
え
合
っ
て
生
き

て
い
き
た
い
と
人
間
愛
に
満
ち

た
も
の
で
す
。
こ
こ
に
チ
ャ
ッ

プ
リ
ン
の
一
番
の
思
い
が
あ
る
。
」

と
ま
と
め
ま
し
た
。

午
後
の
部
は
庄
和
高
校
生
徒

会
の
進
行
で
、
市
立
飯
沼
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
始
ま
り
、

コ
ン
サ
ー
ト
に
入
り
ま
し
た
。

ク
ミ
コ
さ
ん
は
、
美
空
ひ
ば

り
の
「
一
本
の
鉛
筆
」
、
被
爆

し
て
12
歳
で
亡
く
な
っ
た
貞
子

さ
ん
を
歌
っ
た
「
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」

で
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
、
「
広

い
河
の
岸
辺
」
な
ど
で
、
戸
惑

い
多
い
人
生
に
お
い
て
、
人
の

温
も
り
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

し
っ
と
り
と
歌
い
ま
し
た
。

平
和
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

～
戦
争
は
イ
ヤ
だ
、
平
和
で
な
く
ち
ゃ
～
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市
民
の
手
に
よ
る

多
彩
な
取
組
み

市立医療センター℡735-1261（土・日・祝の昼間と夜間毎日）内・外 小児救急電話相談 ＃8000

8／5（日）春日部厚生病院(内科系）緑町６－１１－４８ ℡７３６－１１５５ 我孫子医院（小児科系）粕壁２－５

－１℡７５２－２０３０ さくら皮膚科（外科系）中央１－１－１℡７６０－４１１２

8／１２（日) 有賀内科クリニック（内科系）中央１－４－６℡７６０－２７０３ ゆりのき医院（小児科系）

谷原１ー１６－２０℡７５２－３５３５ かすかべ整形（外科系）粕壁東２－１－３５℡７６０-２５５１

休
日
の
当
番
医

人
の
温
も
り
の
大
切
さ
を

伝
え
た
ク
ミ
コ
コ
ン
サ
ー
ト

第１３回


